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(57)【要約】
【課題】無線イヤホンと無線オーディオ伝送を行う無線
オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤ
ーとその無線オーディオ伝送モジュールを提供する。
【解決手段】無線イヤホン８を収納して電気的に接続し
、電位信号を伝送するイヤホン収納槽１４と、音源信号
を出力するオーディオ処理モジュール１２と、上記音源
信号を受信し、上記電位信号に基づいて、上記音源信号
の出力経路を切換えるオーディオ切換え素子１１１と、
上記オーディオ切換え素子１１１に接続され、無線によ
り、上記無線イヤホン８に接続され、上記オーディオ切
換え素子１１１による切換えに基づいて、上記無線イヤ
ホン８から上記音源信号を出力する制御素子１１２と、
上記オーディオ切換え素子１１１に接続され、上記オー
ディオ切換え素子１１１による切換えに基づいて、上記
音源信号を出力するシステム音源インタフェース１３と
を有する無線オーディオ伝送モジュール１１を備える。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　無線イヤホンを収納して電気的に接続し、電位信号を伝送するイヤホン収納槽と、
　音源信号を出力するオーディオ処理モジュールと、上記音源信号を受信し、上記電位信
号に基づいて、上記音源信号の出力経路を切換えるオーディオ切換え素子と、上記オーデ
ィオ切換え素子に接続され、無線により、上記無線イヤホンに接続され、上記オーディオ
切換え素子による切換えに基づいて、上記無線イヤホンから上記音源信号を出力する制御
素子と、上記オーディオ切換え素子に接続され、上記オーディオ切換え素子による切換え
に基づいて、上記音源信号を出力するシステム音源インタフェースとを有する無線オーデ
ィオ伝送モジュールを備え、
　上記無線イヤホンが、上記イヤホン収納槽に収納される時、上記オーディオ切換え素子
により、上記システム音源インタフェースに接続するように切換え、上記無線イヤホンが
、上記イヤホン収納槽に収納されない時、上記オーディオ切換え素子により、上記制御素
子に接続するように切換えることを特徴とする無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オ
ーディオプレイヤー。
【請求項２】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、ブルートゥース技術、遠赤外線技術或いは無線
周波技術（ＲＦ）の規格により設計されることを特徴とする請求項１に記載の無線オーデ
ィオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤー。
【請求項３】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、
　更に上記イヤホン収納槽に接続され、上記電位信号を、上記オーディオ切換え素子に伝
送する信号接続インタフェースと、
　上記信号接続インタフェースに接続され、上記無線イヤホンが上記イヤホン収納槽に収
納される時、上記無線イヤホンに電源を供給する電源供給回路と、
　上記制御素子の作動に必要とするプログラムを格納する記憶素子と、
　上記制御素子に接続され、上記制御素子が、上記無線イヤホンに無線接続されるための
アンテナモジュールとを備えることを特徴とする請求項１に記載の無線オーディオ伝送機
能付きのビデオ－オーディオプレイヤー。
【請求項４】
　上記無線イヤホンは、更に、上記電源を受信してイヤホン電池に充電する充電回路を備
えることを特徴とする請求項３に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディ
オプレイヤー。
【請求項５】
　上記システム音源インタフェースは、更に、スピーカーが接続され、上記音源信号を出
力することを特徴とする請求項１に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーデ
ィオプレイヤー。
【請求項６】
　システム音源インタフェースとオーディオ処理モジュールとを備え、上記オーディオ処
理モジュールが、音源信号を、上記システム音源インタフェースに出力する本体と、
　前記本体の外に設置され、上記システム音源インタフェースに挿設され、更に、無線イ
ヤホンを収納して電気的に接続し、電位信号を伝送するイヤホン収納槽と、上記音源信号
を受信し、上記電位信号に基づいて、上記音源信号の出力経路を切換えるオーディオ切換
え素子と、上記オーディオ切換え素子に接続され、上記無線イヤホンに無線接続し、上記
オーディオ切換え素子の切換えに基づいて、上記無線イヤホンから上記音源信号を出力す
る制御素子と、上記オーディオ切換え素子に接続され、上記オーディオ切換え素子の切換
えに基づいて、上記音源信号を出力するモジュール音源インタフェースとを有する無線オ
ーディオ伝送モジュールとを備え、
　上記無線イヤホンが、上記イヤホン収納槽に収納される時、上記オーディオ切換え素子
により、上記システム音源インタフェースに接続するように切換え、上記無線イヤホンが
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上記イヤホン収納槽に収納されていない時、上記オーディオ切換え素子により、上記制御
素子に接続するように切換えることを特徴とする無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－
オーディオプレイヤー。
【請求項７】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、ブルートゥース技術、遠赤外線技術或いは無線
周波技術（ＲＦ）の規格により設計されることを特徴とする請求項６に記載の無線オーデ
ィオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤー。
【請求項８】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、
　更に、モジュール電池素子と、上記イヤホン収納槽に接続され、上記電位信号を上記オ
ーディオ切換え素子に伝送する信号接続インタフェースと、商用周波数を受信し、上記信
号接続インタフェースに接続され、上記無線イヤホンが上記イヤホン収納槽に収納される
時、電源を変換して上記無線イヤホンに出力する電源インタフェースと、上記制御素子の
作動に必要とするプログラムを格納する記憶素子と、上記制御素子に接続され、上記制御
素子が上記無線イヤホンに無線接続されるアンテナモジュールとを備えることを特徴とす
る請求項６に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤー。
【請求項９】
　上記無線制御素子は、更に、電源インタフェースにより変換されて出力される上記電源
を受信し、上記モジュール電池素子に充電する充電モジュールを備えることを特徴とする
請求項８に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤー。
【請求項１０】
　上記無線イヤホンは、更に、上記電源を受信して、イヤホン電池に充電する充電回路を
備えることを特徴とする請求項９に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーデ
ィオプレイヤー。
【請求項１１】
　上記モジュール音源インタフェースは、更に、スピーカーが接続され、上記音源信号を
出力することを特徴とする請求項６に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オー
ディオプレイヤー。
【請求項１２】
　前記本体のケーシングは、更に、収納槽が設けられ、上記無線オーディオ伝送モジュー
ルを収納することを特徴とする請求項６に記載の無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－
オーディオプレイヤー。
【請求項１３】
　ビデオ－オーディオプレイヤーに適用され、上記ビデオ－オーディオプレイヤーから出
力する音源信号を受信し、無線イヤホンに対して、無線オーディオ伝送を行い、上記無線
イヤホンに無線接続され、上記無線イヤホンから上記音源信号を出力する制御素子と、
　イヤホン収納槽に電気的に接続され、電位信号を伝送する信号接続インタフェースと、
　上記音源信号を受信し、上記制御素子とスピーカーが接続され、上記電位信号に基づい
て、上記音源信号の出力経路を切換えるオーディオ切換え素子とを備え、
　上記無線イヤホンが上記イヤホン収納槽に収納される時、上記オーディオ切換え素子は
上記スピーカーに接続するように切換え、上記無線イヤホンが上記イヤホン収納槽に収納
されない時、上記オーディオ切換え素子は上記制御素子に接続するように切換え、これに
より、異なる出力経路で上記音源信号を出力することを特徴とする無線オーディオ伝送モ
ジュール。
【請求項１４】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、上記ビデオ－オーディオプレイヤーに内蔵され
るものか、或いは外部から接続されるものであることを特徴とする請求項１３に記載の無
線オーディオ伝送モジュール。
【請求項１５】
　上記無線オーディオ伝送モジュールは、ブルートゥース技術、遠赤外線技術或いは無線
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周波技術（ＲＦ）の規格により設計されることを特徴とする請求項１３に記載の無線オー
ディオ伝送モジュール。
【請求項１６】
　更に、上記制御素子の作動に必要とするプログラムを格納する記憶素子と、
　上記制御素子に接続され、上記制御素子が、上記無線イヤホンに無線接続されるアンテ
ナモジュールとを備えることを特徴とする請求項１３に記載の無線オーディオ伝送モジュ
ール。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ビデオ－オーディオプレイヤーに関し、特に、無線オーディオ伝送機能付き
のビデオ－オーディオプレイヤーとその無線オーディオ伝送モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオ－オーディオマルチメディア技術の快速的な発展とともに、ビデオ－オーディオ
プレイヤーの技術や種類も、継続的に進歩し成長している（例えば、テレビやＨＩ－ＦＩ
オーディオ、マルチメディアプレイヤー及びコンピュータマルチメディアセンタ等）。ま
た、設計にあたっては、多種類のビデオ－オーディオフォーマットや付加機能がサポート
されている。そのため、消費者は、より良い視覚や聴覚官能品質を享受することができる
。
【０００３】
　人々が、ビデオ－オーディオプレイヤーを使用する時、臨場感を享受するため、不意に
オーディオの音量を高くすると、隣の家屋に迷惑を掛けるようなことになる。上記問題を
解消するため、ユーザーは、有線イヤホンを使用者して、聴覚効果を享受する方法がある
。しかしながら、このような方法は、他人に迷惑を掛けることを防止できるが、有線接続
であるため、ユーザーは、イヤホンの接続線の長さにより、行動範囲が制限される。
【０００４】
　無線伝送技術の成長とともに、無線伝送技術を利用する製品が多くなっている。ユーザ
ーは、この時、例えば、ブルートゥース無線イヤホンとブルートゥース受送信器を利用す
れば、上記問題を解消できる。しかし、実用する際に、ユーザーの手によって、ブルート
ゥース受送信器をビデオ－オーディオプレイヤーに接続し、ブルートゥース無線イヤホン
と、ペアリング接続して使用しなければならない。この方法では、実用上や保管上、ユー
ザーにとって不便である。
【０００５】
　また、無線イヤホンとビデオ－オーディオプレイヤーの音源出力経路が、それぞれ独自
のものであるため、ユーザーが無線イヤホンを介して聞く時には、まず、ビデオ－オーデ
ィオプレイヤーのスピーカ音量をミュートに調整することにより、無線イヤホンの聞き取
り効果に影響しないようすることができる。
　上記のような様々の不便要素があるため、ユーザーは、無線イヤホンや無線受送信器を
購入する意欲が低下する。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記問題を解消するため、本考案は、無線オーディオ伝送モジュールとビデオ－オーデ
ィオプレイヤーを統合して、ビデオ－オーディオプレイヤーが無線オーディオ伝送機能を
有し、無線イヤホンと無線オーディオ伝送を行うことができる無線オーディオ伝送機能付
きのビデオ－オーディオプレイヤーとその無線オーディオ伝送モジュールを提供すること
を目的とする。
　また、無線オーディオ伝送モジュールの設計により、ユーザが無線イヤホンを収納して
無線イヤホンが電気的に接続されると、スピーカ出力となるようオーディオ出力経路を切
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換え、一方、ユーザーが無線イヤホンを取り出すと、無線オーディオ伝送するよう出力経
路を切り換える制御を行うビデオ－オーディオプレイヤーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本考案に係るビデオ－オーディオプレイヤーは、イヤホン収
納槽、オーディオ処理モジュール、無線オーディオ伝送モジュール及びシステム音源イン
タフェースを備える。
　イヤホン収納槽は、無線イヤホンが収納されて電気的に接続され、電位信号を伝送し、
オーディオ処理モジュールは、音源信号を出力する。
　また、無線オーディオ伝送モジュールは、更に、オーディオ切換え素子と制御素子を備
える。
　上記オーディオ切換え素子は、音源信号を受信し、また、電位信号に基づいて、音源信
号の出力経路を切換える。制御素子は、オーディオ切換え素子に接続され、また、上記無
線イヤホンが無線接続され、オーディオ切換え素子の切換えに基づいて、無線イヤホンか
ら上記音源信号を出力する。
　また、上記システム音源インタフェースは、オーディオ切換え素子が接続され、上記オ
ーディオ切換え素子の切換えに基づいて、上記音源信号を出力する。
【０００８】
　また、上記目的を達成するため、本考案に係る無線オーディオ伝送のビデオ－オーディ
オプレイヤーは、本体と無線オーディオ伝送モジュールを備える。
　上記本体は、システム音源インタフェースとオーディオ処理モジュールを備え、上記オ
ーディオ処理モジュールは、音源信号を、上記システム音源インタフェースに出力する。
　無線オーディオ伝送モジュールは、該本体の外に設置され、上記システム音源インタフ
ェースに挿設され、また、更に、イヤホン収納槽とオーディオ切換え素子、制御素子及び
モジュール音源インタフェースを備えている。
　また、上記イヤホン収納槽は、無線イヤホンが収納されて電気的に接続され、電位信号
を伝送し、上記オーディオ切換え素子は、上記音源信号を受信して、上記電位信号に基づ
いて、上記音源信号の出力経路を切換える。
　また、制御素子は、上記オーディオ切換え素子に接続され、また、上記無線イヤホンに
無線接続され、上記オーディオ切換え素子の切換えに基づいて、上記無線イヤホンから上
記音源信号を出力し、また、モジュール音源インタフェースも、上記オーディオ切換え素
子に接続され、上記オーディオ切換え素子の切換えに基づいて、上記音源信号を出力する
。
【０００９】
　また、上記目的を達成するため、本考案に係る無線オーディオ伝送モジュールは、制御
素子と信号接続インタフェース及びオーディオ切換え素子を備え、ビデオ－オーディオプ
レイヤーに適用され、上記ビデオ－オーディオプレイヤーから出力された音源信号を受信
し、無線イヤホンに対して、無線オーディオ伝送を行う。
　また、制御素子は、上記無線イヤホンに無線接続され、上記無線イヤホンから上記音源
信号を出力し、信号接続インタフェースは、イヤホン収納槽に電気的に接続され、電位信
号を伝送する。また、オーディオ切換え素子は、上記音源信号を受信し、また、上記制御
素子とスピーカーが接続され、そして、上記電位信号に基づいて、上記音源信号の出力経
路を切換える。また、上記無線イヤホンが上記イヤホン収納槽に収納される時、上記オー
ディオ切換え素子が上記スピーカに接続するように切換え、また、上記無線イヤホンが上
記イヤホン収納槽に収納されない時、上記オーディオ切換え素子が上記制御素子に接続す
るように切換え、これにより、異なる出力経路で、上記音源信号を出力することができる
。
【００１０】
　これにより、ビデオ－オーディオプレイヤーに、無線オーディオ伝送機能を持たせ、ま
た、簡単に、無線イヤホンが収納されているか否により、ビデオ－オーディオプレイヤー
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の出力経路を切換えることができる。
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、本考案の特徴や技術内容について、詳しく説明するが、本
考案は、それらによって制限されるものではない。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本考案は、主として、無線オーディオ伝送モジュールとビデオ－オーディオプレイヤー
を統合することにより、ビデオ－オーディオプレイヤーは、元々に接続されているスピー
カーからオーディオを出力できるだけでなく、無線接続される無線イヤホンからオーディ
オを出力できる。
　また、異なる出力経路は、簡単に、無線イヤホンの接続状態により切換えることができ
、ユーザーは、自分なりの使用習慣に基づき出力経路を切換えることができる。また、本
考案に係る無線オーディオ伝送モジュールによれば、例えば、ブルートゥース技術や遠赤
外線技術或いは無線周波技術（ＲＦ）の規格を利用して設計することができる。
【００１３】
　図１は、本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤーの
第１の実施形態を示すブロック図である。
　図示するビデオ－オーディオプレイヤー１は、無線オーディオ伝送モジュール１１とオ
ーディオ処理モジュール１２、システム音源インタフェース１３及びイヤホン収納槽１４
を備える。また、本実施形態において、無線オーディオ伝送モジュール１１は、ビデオ－
オーディオプレイヤー１に内蔵される。
【００１４】
　また、イヤホン収納槽１４は、無線イヤホン８が収納されると、該無線イヤホン８と電
気的に接続され、電位信号を生成する。
　オーディオ処理モジュール１２は、例えば、ビデオ－オーディオプレイヤー１において
、オーディオの処理や再生を行う処理モジュールであり、即ち、処理してから音源信号を
出力する。
　システム音源インタフェース１３は、例えば、音源穴（音声出力端子）であり、これに
より、ビデオ－オーディオプレイヤー１に、スピーカー９が接続されて、上記音源信号を
出力できる。
【００１５】
　無線オーディオ伝送モジュール１１は、オーディオ処理モジュール１２とイヤホン収納
槽１４が接続され、また、更に、オーディオ切換え素子１１１と制御素子１１２、信号接
続インタフェース１１３、電源供給回路１１４、アンテナモジュール１１５及び記憶素子
１１６を備える。
　制御素子１１２は、アンテナモジュール１１５に接続され、アンテナモジュール１１５
を介して、無線イヤホン８に無線接続され、信号接続インタフェース１１３は、イヤホン
収納槽１４に接続され、上記電位信号を伝送する。また、オーディオ切換え素子１１１は
、制御素子１１２とシステム音源インタフェース１３が接続され、上記音源信号を受信し
て、上記電位信号に基づいて、上記音源信号の出力経路を切換える。言い換えれば、オー
ディオ切換え素子１１１は、電位信号に基づいて、出力経路を切換え、これにより、制御
素子１１２は、無線イヤホン８から音源信号を出力することやシステム音源インタフェー
ス１３を介してスピーカー９から音源信号を出力することを制御する。
【００１６】
　また、本実施形態において、イヤホン収納槽１４により伝送される電位信号は、実際に
は、無線イヤホン８が、イヤホン収納槽１４に収納されているか否かにより形成される電
位信号である。例えば、実際設計において、無線イヤホン８が、一般に、独自の電源（ハ
イ電位である）を有する。そのため、無線イヤホン８がイヤホン収納槽１４に収納される
時（収納され接続された状態は図示せず）、ユーザーが、今、無線イヤホン８を使用して
いないことを示し、イヤホン収納槽１４が無線イヤホン８の独自の電源と接触することに
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より、無線イヤホン８が供給したハイ電位信号をオーディオ切換え素子１１１に伝送し、
オーディオ切換え素子１１１が、システム音源インタフェース１３に接続するように切換
えて、スピーカー９から音源信号を出力する。
【００１７】
　反対に、無線イヤホン８が、イヤホン収納槽１４に収納されていない時、ユーザーが、
今、無線イヤホン８を使用して聞くことを示し、そのため、イヤホン収納槽１４から、ロ
ー電位信号を、オーディオ切換え素子１１１に伝送し、これにより、オーディオ切換え素
子１１１は、制御素子１１２に接続するように切換えて、無線イヤホン８から出力する。
また、該ロー電位信号は、実際設計において、プルロー抵抗（Ｐｕｌｌ　Ｌｏｗ）回路で
実現してもよく、これにより、信号干渉によりロー電位信号が不安定になることを防止で
きる。
【００１８】
　また、電源供給回路１１４は、主として、ビデオ－オーディオプレイヤー１が供給した
供給電源を受信して電源を生成する。また、信号接続インタフェース１１３に接続され、
無線イヤホン８がイヤホン収納槽１４に収納される時、上記電源を、無線イヤホン８に供
給することができる。
　無線イヤホン８は、上記ような独自の電源を有する設計だけでなく、更に、充電回路（
図示せず）が含まれても良く、これにより、上記電源を受信して、無線イヤホン８のイヤ
ホン電池（図示せず）に充電することができる。また、無線オーディオ伝送モジュール１
１により提供される記憶素子１１６は、例えば、ファームウエアプログラムを格納し、制
御素子１１２が作動する時、アクセスに供される。
【００１９】
　図２は、本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤーの
第２の実施形態を示すブロック図である。図のように、本実施形態の作動原理は、ほぼ、
第１の実施形態と同じであり、異なる箇所は、ビデオ－オーディオプレイヤーのハードウ
ェアのディスプレーである。本実施例において、無線オーディオ伝送モジュール２１は、
ビデオ－オーディオプレイヤーの本体２０の外部に設置される。
【００２０】
　ビデオ－オーディオプレイヤーの本体２０は、オーディオ処理モジュール２２とシステ
ム音源インタフェース２３（例えば、音声出力端子である）を備える。また、オーディオ
処理モジュール２２は、同じように、音源信号を、上記システム音源インタフェース２３
に出力する。無線オーディオ伝送モジュール２１は、システム音源インタフェース２３に
挿設され、オーディオ処理モジュール２２が出力した音源信号を受信する。
【００２１】
　また、無線オーディオ伝送モジュール２１は、無線イヤホン８と、無線オーディオ伝送
を行い、また、更に、オーディオ切換え素子２１１と制御素子２１２、信号接続インタフ
ェース２１３、電源インタフェース２１４、アンテナモジュール２１５、記憶素子２１６
、モジュール電池素子２１７、モジュール音源インタフェース２１８及びイヤホン収納槽
２１９を備える。
　また、制御素子２１２は、アンテナモジュール２１５に接続され、アンテナモジュール
２１５を介して、無線イヤホン８に無線接続される。モジュール音源インタフェース２１
８は、更に、スピーカー９に接続され、イヤホン収納槽２１９は、同じように、ユーザー
が無線イヤホン８を使用しない時、無線イヤホン８を収納して電気的に接続し、また、電
位信号を伝送する。
【００２２】
　また、制御素子２１２とモジュール音源インタフェース２１８は、オーディオ切換え素
子２１１に接続され、オーディオ切換え素子２１１は、音源信号を受信して、また、上記
電位信号に基づいて、音源信号の出力経路を切換える。これにより、オーディオ切換え素
子２１１は、電位信号に基づいて、出力経路を切換え、そのため、制御素子２１２により
、無線イヤホン８から音源信号を出力すること或いはモジュール音源インタフェース２１
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８を介してスピーカー９から音源信号を出力することができる。
【００２３】
　信号接続インタフェース２１３は、イヤホン収納槽２１９とオーディオ切換え素子２１
１の間に接続され、イヤホン収納槽２１９から伝送した電位信号を、オーディオ切換え素
子２１１に供給する。また、伝送された電位信号は、実際には、無線イヤホン８が、イヤ
ホン収納槽２１９に収納されているか否かにより形成される電位信号である。
　上記電位信号の定義は、すでに、第１の実施例において、例を挙げて説明したため、こ
こでは、重複して説明することを省略する。上記ように、本実施例により説明した外部の
設計でも、同じように、出力経路を切換える目的が実現される。
【００２４】
　また、無線オーディオ伝送モジュール２１が、本体外部のものであるため、モジュール
電池素子２１７が、独自の電源として設けられ、無線オーディオ伝送モジュール２１を作
動することに供される。
　また、電源インタフェース２１４は、例えば、直流電源接続インタフェース（ＤＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｏｒ）で、モジュール電池素子２１７の電量が枯渇した時、商用周波数を受
信し、電源を変換して出力することにより、無線オーディオ伝送モジュール２１の作動電
源として利用できる。また、制御素子２１２は、更に、充電モジュール２１２１が設計さ
れ、電源インタフェース２１４が、上記商用周波数に接続される時、電源インタフェース
２１４により変換された電源を受信して、モジュール電池素子２１７に充電することがで
きる。
【００２５】
　そして、電源インタフェース２１４は、更に、信号接続インタフェース２１３に接続さ
れ、信号接続インタフェース２１３とイヤホン収納槽２１９を介して、上記電源を無線イ
ヤホン８に供給する。また、無線イヤホン８は、更に、充電回路（図示せず）が設けられ
、無線イヤホン８がイヤホン収納槽２１９に収納される時、直接に、上記電源を受信して
、無線イヤホン８のイヤホン電池（図示せず）に充電することができる。
【００２６】
　また、ビデオ－オーディオプレイヤーの本体２０は、更に、収納槽（図示せず）が設け
られ、無線オーディオ伝送モジュール２１が、システム音源インタフェース２３に挿設さ
れ、本体２０に外部接続される時、更に、該収納槽に収納される。これにより、美観が向
上されて外部空間の占用を節約できる。
【００２７】
　更に、図３は、本考案に使用されるオーディオ切換え素子の実施形態の回路概念図であ
る。図のように、オーディオ切換え素子は、二つの制御器Ｕ１とＵ２があり、それぞれ、
左右音響通信路の音源を処理する。
【００２８】
　接続器ＣＯＮ１は、音源処理モジュールから出力した音源信号（信号源）を受信して伝
送する。接続器ＣＯＮ２は、信号接続インタフェースから伝送される電位信号を受信する
。接続器ＣＯＮ３は、音源信号の更なる出力経路であり、制御素子が接続され、接続器Ｃ
ＯＮ４は、音源信号の更なる出力経路であり、音源インタフェースを介して、スピーカー
が接続される。これにより、制御器Ｕ１、Ｕ２は、接続器ＣＯＮ２から伝送された電位信
号により、異なる出力経路を切換える。
【００２９】
　ユーザーが無線イヤホンを使用する時、無線イヤホンをイヤホン収納槽から取り出し、
これにより、接続器ＣＯＮ２によって受信された電位信号が、ロー電位信号に属する。ま
た、回路設計において、更に、接地のための抵抗Ｒ２が設計され、これにより、制御器Ｕ
１、Ｕ２が、ロー電位信号を受信することを確保できる。これにより、制御器Ｕ１、Ｕ２
は、接続器ＣＯＮ３に接続するように切換え、接続器ＣＯＮ１から受信した音源信号を、
制御素子に伝送し、そのため、ユーザーが、無線イヤホンから音源信号を聞くことができ
る。
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【００３０】
　ユーザーが、無線イヤホンを使用しない時、即ち、無線イヤホンが、イヤホン収納槽に
収納され、接続器ＣＯＮ２は、無線イヤホンからのハイ電位信号を受信する。これにより
、制御器Ｕ１、Ｕ２は、接続器ＣＯＮ４に接続するように切換え、接続器ＣＯＮ１から受
信した音源信号を、音源インタフェースに伝送し、そのため、音源インタフェースに接続
されたスピーカーから音源信号を出力する。
【００３１】
　尚、上記回路図などに使用された各接続器は、説明のためのものであり、本技術を良く
分かる熟練者であれば、回路を直接配線や他の方式により接続してもよく、制限されるも
のではない。
【００３２】
　図４（ａ）、図４（ｂ）は、本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オー
ディオプレイヤーの応用概念図である。本実施例において、ビデオ－オーディオプレイヤ
ー１は、テレビを例として説明し、また、無線オーディオ伝送モジュール１１は、内蔵式
設計により実現される。
【００３３】
　図４（ａ）のように、ユーザーが無線イヤホン８を使用する場合、無線イヤホン８を、
イヤホン収納槽１４から取り出し、これにより、ビデオ－オーディオプレイヤー１によっ
て再生された音源信号は、無線イヤホン８から音声が出力され、また、ビデオ－オーディ
オプレイヤー１に接続されたスピーカー９から音声の出力を停止する。また、例えば、ブ
ルートゥース無線伝送技術を利用すれば、ブルートゥース技術の特性により、ユーザーが
、ブルートゥースイヤホンを利用して、ビデオ－オーディオプレイヤー１が再生した音源
信号を聞き取る時、ブルートゥースイヤホンでも、ブルートゥース接続を切換えて、他の
ブルートゥース装置（例えば、携帯電話）に接続することができる。また、他のブルート
ゥース装置を使用しないと、再び、ビデオ－オーディオプレイヤー１に切換えられて、そ
れによって再生された音源信号を聞き取ることができる。
【００３４】
　図４（ｂ）のように、ユーザーが、無線イヤホン８をイヤホン収納槽１４に収納すると
、ビデオ－オーディオプレイヤー１が再生した音源信号が、自動的にスピーカー９から音
声を出力するように切換えられ、この時、無線イヤホン８は、作動しない。
【００３５】
　以上のように、本考案は、簡素化の回路設計により、無線オーディオ伝送モジュールと
ビデオ－オーディオプレイヤーを統合して、ビデオ－オーディオプレイヤーに、無線オー
ディオ伝送機能を持たせ、そのため、無線イヤホンと無線オーディオ伝送を行うことがで
きる。また、ビデオ－オーディオプレイヤーは、無線イヤホンの接続状態に基づいて、直
接且つ自動的に異なるオーディオ出力経路を切換える。これにより、ビデオ－オーディオ
プレイヤーは、無線オーディオ伝送機能を有するだけでなく、ユーザーが、使用習慣を変
更しなくても、無線イヤホンが収納されているか否かにより、ビデオ－オーディオプレイ
ヤーの出力経路の切換えを制御できる。
【００３６】
　以上は、本考案のより良い実施形態であり、本考案は、それによって制限されることが
無く、本考案に係わる考案登録請求の範囲や明細書の内容に基づいて行った等価の変更や
修正は、全てが、本考案の考案登録請求の範囲内に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤーの第
１の実施形態のブロック図である。
【図２】本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤーの第
２の実施形態のブロック図である。
【図３】本考案に使用されるオーディオ切換え素子の実施形態の回路概念図である。
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【図４】本考案に係る無線オーディオ伝送機能付きのビデオ－オーディオプレイヤーの応
用概念図である。
【符号の説明】
【００３８】
１・・・・・・・・・ビデオ－オーディオプレイヤー
１１、２１・・・・・無線オーディオ伝送モジュール
１１１、２１１・・・オーディオ切換え素子
１１２、２１２・・・制御素子
１１３、２１３・・・信号接続インタフェース
１１４・・・・・・・電源供給回路
１１５、２１５・・・アンテナモジュール
１１６、２１６・・・記憶素子
１２、２２・・・・・オーディオ処理モジュール
１３、２３・・・・・システム音源インタフェース
１４、２１９・・・・イヤホン収納槽
２０・・・・・・・・本体
２１２１・・・・・・充電モジュール
２１４・・・・・・・電源インタフェース
２１７・・・・・・・モジュール電池素子
２１８・・・・・・・モジュール音源インタフェース
８・・・・・・・・・無線イヤホン
９・・・・・・・・・スピーカー
ＣＯＮ１、ＣＯＮ２、ＣＯＮ３、ＣＯＮ４・・・接続器
Ｒ２・・・・・・・・抵抗
Ｕ１、Ｕ２・・・・・制御器
【図１】 【図２】
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